
文

に
つ
い
て
示
さ
れ
て

い
る

し
か
し
い
つ
れ

の
文

に
も
善
導
釈

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
そ

の
解
釈
法
は
相
異
す
る
所
な

い
と

い
つ

て
も
過
言
で
は
な

い

た
だ
凡
夫
が
浄
土
往
生
を
願
う

に
は
自
己

の
罪
悪
生
死

の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
同
時

に
偉
大
な

る

仏

の
願
力

に
よ
つ
て
仏

の
名
な
称
え
て
心
を
真
実
心

に
し
て

仏

の
願
力

に
乗
じ
て
往
生
を
得
る
こ
と
を
確
信
し
て

三
心
を
具
足

す
る
こ
と
で
あ
る

こ
の
三
心
を
具
足
す
る
こ
と
が
往
生
で
き
る

最
大
の
条
件
で
あ

つ
た
の
で
あ
る

こ
れ

に
よ

つ
て
三
心
の
重
要

性
が
強

調
さ
れ
て
く
る

ー
完
1

三

心

の

研

究

鳥

山

道

彦

三
心
の
研
究

浄
土
所
依
の
経
典
で
あ
る
三
部
経
、
観
経

の
上
輩
観
の
中
に

「
若

有

衆

生
願

生
彼

国

表
発

三

種

心

即
便

往

生

何

等

為

三

一
者

至
誠

心

二
者

深

心

三
者

廻
向

発

願

心
具

三

心
者

必
生
彼

国
」

此
の
三
老
を
具
す
者
は
、
必
ず
往
生
す

る
事
が
出
来
る
。
こ
れ

が

三
心

の
根
本
精
神
で
あ
る
。

仏
教

大
学
研
究
紀
要
三
十
四
号
高
畠
寛

我
先
生
の
論
文

に
よ
れ

ば

、
選
択
集

に
云
く

「
此

三

心

老

総

而

言

之

通

諸

行

法

別

而

言

之

在

往

生

行

今

挙

通

摂

別

意

即

周
矣

、

行

者

能

用

心

勿

敢

忽

緒

と

決
疑
鈔
に
之
を
受
け
て
云
く

「
義

推

正

直

、

信

心

回

向

可

通

二

門

其

理

必

然

然

則

三

心

通

聖

道

文

往

往

是

多

、

維

摩

起

信

所

萌

三

心

与

今

三

心

同

異

思

之

し

と
今
浄
土
門
に
於
け
る
三
心
即

ち
至
誠

心
、
深
心
廻
向
発
願
心

は
聖
道
門

に
於
け
る
諸
の
行
法

に
通
ず

る
こ
と
は
そ
の
理
必
然
で

あ

る
。

維
摩
詰
所
説
経
仏
国
晶

に
て
は

「
宝

積

、

当

知

直

心

是

菩

薩

浄

土

、
菩

薩

成

仏

時

不

詔

衆

生

来

生

其

国

、

深

心

是

菩

薩

浄

土

、
菩

薩

成

仏

時

具

足

功

徳

衆

生

来

生

其

国

、

菩

提

心

是

菩

薩

浄

土

、

菩

薩

成

仏

時

大

乗

衆

生

来

生

其

幽一28蝋
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又
そ

の
下

に
之
を
受
け
て
、

「
如

是

宝

積

、

薩

随

其

慮

心

則

能

発

行

随
其

発

行

躍

得

深

心

、

随

其

深

心

即

意

調

伏

随

意

調

伏

則

如

説

行

随

如
説

行

則

能

廻

向

随

其

廻

向

則

有

方

便

随

其

方

便

則

成

就

衆

生

随

成

就

衆

生

則

仏

土

浄

云

々
」

と

次

に
起
信
論

に
て
は
そ

の
分
別
発
趣
道
椙

に
於
て

「
復

次

信

成

就

発

心

者

発

何

等

心

略

説

有

三

種

一
者

直

心

正

念

真

如

法

故

二
者

深

心

楽

簗

一
切

諸

善

行

故

三

者

大

悲

心

欲

抜

一
切

衆

生

苦

故

」

次
で
発
心

に
つ
き
、
直
心
、
深
心
、
大
悲
心
を
説
く
所
以
を
問

答
説
明
し
て
い
る
。

維
摩

経

に
説
れ
た
三
心
は
、
菩

薩

心
地
の
根
底

で
あ
り
、
即
ち

聖
道
菩
提
心
と
し
て
の
三
心
で
あ
る
。

起
信

論

の
三
心
は
、
真
如

に
対
す
る
心
の
持
ち
ょ
う

で
あ
り
、

即
ち
聖
道

菩
提
心
と
し
て

の
三
心
で
あ
る
。
次

に
観
経

の
三
心
を

見
る
と

浄
影

の
観
経

に
は

「
心

有

三

種

一
者

誠

心

誠

謂

実

也

起

行

不

虚

実

心

求

去

故

日

誠

心

二

者

深

心

信

楽

慇

至

欲

生

彼

国

三

者

廻

向

発

願

之

心

直

趣

求

説

之

為

願

挾

善

趣

求

説

為

廻

向

」

と
あ
り
、
此
の
三
心
を
見
る
に
、
深
心

に
信
楽
慇
至
に
し
て
彼

の
国

に
生
ぜ
ん
と
欲
す
と
あ

る
。

こ
れ

は
信
心
満
足
す
る
事

に

よ
つ
て
信
楽
と
名
づ
け
亦
深
心
と
云
う

の
で
あ

る
か
ら
信
楽
と

深
心
は
同
義
で
あ
る
。
又
天
台
は

「
至

誠

心

老

即

実

行

衆

生

至

之

言

実

深

者

仏

果

深

、

高

以

心

往

求

故

云

深

心

」

天
台
は
廻
向
発
願
心

に
つ
い
て
は
解
釈

は
し
て
は
い
な

い
。

善
導

の
説
く
所

の
三
心

は

「
四

者

弁

定

三

心

以

為

正

因

一
者

至

誠

心

至

者

真

誠

者

実

欲

明

一
切

衆

生

身

口

意

業

所

修

解

行

必

須

真

実

心

申

作

又

真

実

有

二

種

一
者

自

利

真

実

二

者

利

他

真

実

」

「
二

者

深

心

言

深

心

者

即

是

深

信

之

也

亦

有

二

種

一
者

決

定

深

信

自

身

現

是

罪

悪

生

死

凡

夫
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己
来

常

流

転

無

有

出

離

之

縁

二

老

決

定

深

信

彼

阿

弥

陀

仏

四

十

八

願

摂

受

衆

生

無

疑

無

慮

乗

彼

願

力

定

得

往

生

」

「
三

者

廻

向

発

願

心

言

廻

向

発

願

心

者

過

去

及

以

今

生

身

口

意

業

所

修

世

出

世

善

根

及

随

喜

他

一

切

凡

聖

身

口

意

業

所

修

世

出

世゚

善

根

以

此

自

他

所

修
善

根

悉

皆

真

実

深

信

心

中

廻

向

願

生

彼

圉

故

名

廻

向

発

願

心

」

と
あ

り
、
浄
影
寺
や
天
台
と
ち
が

つ
て
三
心
の
思
想

の
移
行
と

思

い
ま
す
が
各

々

一
心

一
心
が
深
く
堀
り
下
げ

ら
れ

て
い
る
。
警

導

の
説

く
所

に
よ
れ
ば
至
誠
心
と
は
真
実

の
こ
と
で
あ

つ
て
外

に

賢
善

の
相
を
現
わ
し
て
内

に
虚
仮
心
を

い
だ
く
こ
と
無

く
身

口
意

三
業

に
修
行
す
る
所

の
行
業

は
全
て
真
実

の
心
を
以
て
す

る
こ
と

で
あ
る
。
又
深
心
は
、
深
く
信
ず
る
心
な
り
、
こ
れ

に
信
機
、
信

法

の
二
種
深
信
を
説

い
て
い
る
。
信
機
と
は
、
自
己
の
罪
悪

の
深

さ
を
信
知
す
る
こ
と
で
あ
る
.
信
法
は
、
三
仏
三
経

に
ょ

つ
て
阿

彌
陀
仏

の
願
力
を
信
ず

る
こ
と
で
あ
る
。
浄
影
、
天
台

の
深
心
は

願
生
彼

国
の
深
心
で
あ

る
の
に
対
し
善
導
は
、
罪
と
が

の
泥
海

に

お
ぼ
れ

て
こ
の
ま

Σ
で
は
ど
う
し
て
も

の
が
れ

る
す

べ
が
な

い
こ

と
を
深
く
信
じ
、
又
全
て

の
教
え
を
信
ず

る
事

で
あ
る
。
そ
し
て

自
力

で
な
く
他
力

に
よ
つ
て
願

生
す
る
の
で
あ
る
。
又
廻
向
発
願

心
は
、
過
去

お
よ
び
今

生
の
身
口
意
業

に
修
す
る
所

の
世
、
出
世

の
善
根
と
及
び

他
の

一
切

の
凡
聖

の
身

口
意
三
業

に
修
す
る
所

の

世

、
出
世
の
善
根
を
随
喜
せ
る
と
、
此

の
自
他
所
修
の
善
根
を
以

て
悉
く
皆
な
真
実
深
信
の
心
中

に
廻
向
し

て
彼

の
国

に
生
ぜ
ん
と

願
ず
。
浄
影

の
深
心
で
願

生
彼

国
で
あ

つ
た
の
に
対
し
て
善
導

は

廻
向
発
願
心
で
願
生
彼

国
と
な
る
の
で
あ

る
。
又
善
導
観
経
疏
に

「
言

南

無

老

即

是

帰

命

亦

是

発

願

廻

之

義

言

阿

彌

陀

仏

者

即

是

其

行

」

と

あ

つ
て
南
無
を
願

と
し
て
阿
彌
陀
仏
を
行
と
し
て
、
南
無

阿

彌
陀
仏

に
願
行
具
足
せ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
善
導

の
意

に

ょ
れ
ば
南
無
は
発
願
廻
向

の
義

で
発
願
廻
向
す
る
主
体
は
衆
生

の

側

に
属
す
る
の
で
あ

つ
て
如
来

の
側

に
あ

る
の
で
は
な

い
。
こ

の

説
を
そ

の
ま

Σ
受
容
し
た
の
が
法
然
仏
教

に
於
け
る
南
無
帰
命

の

理
解

の
仕
方
で
あ
る
。
願
行
具
足
せ
る
こ

と
に
よ
つ
て
お
の
ず

か

ら
三
心
具
足
す
る

の
で
あ
る
と
法
然
上
人

は
説
か
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。
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